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1. 投票者の集合を  2,1N ，選択肢の集合を Aとする。各投票者は実数値の評価関数

Av :1
, Av :2

に基づいて選択肢を評価しているものとする。 

(1) 独裁ルールが N に関する情報不変性をみたしているか否かを検討しなさい。（み

たしているならば証明を加え，みたしていないならば反例を 1つ挙げなさい） 

(2) 功利主義ルールが OLC に関する情報不変性をみたしているか否かを検討しなさ

い。 

(3) 功利主義ルールが CDC に関する情報不変性をみたしているか否かを検討しなさ

い。 

(4) レキシミン・ルールが OLC に関する情報不変性をみたしているか否かを検討しな

さい。 

(5) レキシミン・ルールが CDC に関する情報不変性をみたしているか否かを検討しな

さい。 

 

2. 相対多数決型社会厚生汎関数 PR を各選択肢 Ayx , に対して， 
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と定義する。功利主義の特徴づけ定理によると，相対多数決型社会厚生汎関数は，定義

域の非限定性，強パレート原理，無関連対象からの独立性，匿名性， CDC に関する情

報不変性の 5条件のうち，少なくとも 1つ以上の条件をみたしていないことになる（1

つとは限らない）。この点に関して，以下の問いに答えなさい。（簡単化のため，投票者

は 2人と仮定してもよい） 

(1) 相対多数決型社会厚生汎関数が強パレート原理をみたしているか否かを検討しなさ

い。 

(2) 相対多数決型社会厚生汎関数が無関連対象からの独立性をみたしているか否かを検

討しなさい。 

(3) 相対多数決型社会厚生汎関数が CDC に関する情報不変性をみたしているか否かを

検討しなさい。 

  


